近所のおばちゃんに感謝
要介護３で片麻痺の父は、若いときから頑固で、介護が必要になってもデイサービスなどの集団での介護は嫌がってなかなか行こうとしてくれません。
家族構成は父と主人、高校生の娘の４人暮らしですが、私が勤めにでているので昼間独居になってしまうため、やや強制のようにデイサービスを週２日利用しています。
それ以外の日はというと、近所に住む父の幼なじみのおばちゃんがなにかと家を訪ねてくれ、気にかけてくれているのです。
ヘルパーさんにお願いして昼食は作ってもらってもいるのですが、気に入らないことがあると、それに手をつけない日もあります。そんなときは、おばちゃんが父のことをなだめながら食事をさせてくれているようです。
　こうした、近所の支えがあるおかげで、何とか仕事が続けられています。
実の娘なのに仕事を辞めないのかと親戚からも後ろ指をさされていますが、実の娘だからこそ、介護に専念してしまうと、他人には言えない言葉を父に言ってしまうのではないか、辛く当たってしまうのではないかと怖くなります。
おばちゃんは、そんな私の性格もわかってくれているようで、私をみると、いつも「無理したらあかん。」と言ってくれるのです。
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